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論文の 内容の 要旨

論文題目 1 6 - 1 7 世紀東部アナトリア に おける オス マ ン支配の構造
- 一 敬服 と定着 一

氏名 斎藤久美子

東部ア ナトリア は ､ 古来よ I) アナ トリ ア とイ ラ ン ､
シリ ア を結ぶ 要衝で あり､ 軍事的戦略上ある

い は通商路確保の ために 各王朝の争奪の 的で あっ た ｡ 十三世紀頃に東部ア ナ
トリア に移住して きた

と い われるクル ド系諸部族は ､ 十四世紀中頃 まで に地方政権となるまで に勢力を伸長さ
せ

､ 同時に

周辺王朝に従属する こ とによりその 社会を維持して いた ｡ 十六世紀初頭にオ ス マ ン 朝がサ フ ァ

ヴイ 一 朝をチ ャ ル ディ ラ ン の戦い で破ると ､ 以後約四百年に わたり, 東部ア ナトリテは オス マ ン朝

の 支配下に と どま っ た . 次々 と支配者 がか わ っ た東部アナ トリ
ア に お い て 最終的に 覇権を握 っ たの

が オス マ ン 朝であ っ た ｡ 本論文は ､ 従来､
史料的制約もあり､ 十分な分析が試み られて こな か っ た

東部 ア ナト リアを とりあげ, 記述史料の みならず文書史料
も包括的に利用 しつ つ ､ 同地域に おける

ォス マ ン支配の導入 と定着の過程を明らかに する こ与を目的とする o
そして ､ 同地域におけるオス

マ ン 朝の長期間に わたる安定した支配を可能と した支配
シ ス テム の構造に つ い て 明らかにす るこ と

を目指す｡

本論では ､
第 一 章で先行研究と史料そ紹介 し､ 第二章で は オス

マ ン 朝の東部ア ナトリ ア の征服に

っ い て
､
セ リム

ー

世によるデイ ヤル バ クル地方の征服と､
ス レイ マ

ー
ン

ー 世 に よるヴァ ン地方の 征服

と いう二 つ の 段階に わけて考察した . デイヤ
ル バ クル地方の征服の 際､

セ リム
ー 世は東部アナトリ
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ァ の支配層であるクル ド系ア ミ
ー ル (部族連合の 長) の 既得権を認めた,

上で彼らをオス マ ン 朝に 臣

従させ ､ 対サフ ァ ヴイ 一 朝の軍事協力を取りつ ける ことに 成功した｡ ヴ ァ ン 地方の征服の際 に は ､

ス レイ マ ン
ー 世はクル ド系ア ミ ー ル に ア フ ドナ - メ を授与し､ ア ミ

- ル の既得権を明示的に 子々

孫々 に わた っ て認めるこ とに よ i) ､ オ ス マ ン 朝 - の 忠誠を維持さ せ ､ 軍事的支援 を引き出したo こ

こ で は ､ 征服地の 旧来の秩序を維持しながら体制内に綬や かに統合するとし
ゝう オス マ ン朝の征服地

統治の 方法が ､ 東部アナ トリア で も適応されて い た こ とが明らか とな っ た ｡

第三章で は ､ 東部アナトリア に如ナるオス マ ン 支配の 導入 と定着に つ い て 地方行政組織の 点か ら

検討 したc オ ス マ ン 朝は ,
十六世紀､

ア ミ ー ル の領地支配の実態を把握した上 で ､
ア ミ - ル の 領地

をサン ジャ ク ( 県) と い うシス テ
ム に阻み込 んだが ､

オ ス マ ン朝の
一 般の サ ン ジャ ク とは 区別 して

いた ｡ その 後､
ク ル ド系のサ ン ジ ャ クのうち ､ 大き な勢力を有す る ア ミ

ー ル の 管理 す るサ ン ジャ ク

を ヒ ュ ク
- メ トと呼び ､ ク ル ド系の サ ン ジャ ク の間での 差別化を図 っ た. 十七世紀に 入り､

ヒ ュ

ク
ー メ トとされたサ ン ジャ ク が固定化する とク ル ド系のサ ン ジャ クの差別化も完了 し､ ク ル ド系ア

ミ ー ル が管理するサ
.
y ジ ャ ク は ､

い く つ かの タイ プに画然と分か れ つ つ ､ 総体的 に地方行政鼠繊に

明確に 位置づけられたo

争ア ミ
ー ル が管理するサ ン ジ ャ ク に つ い て は ､ オ ス マ ン 朝は ､

ア ミ
ー ル の領地 支配権をサ ン ジャ

クの 管理権に おきか えるこ とで ア ミ
ー ル の領地を地方行政紐 掛 こ編入 した が ､ サ ン ジ ャ ク ベ イ ( 県

知事) へ の 任命の 際､
ア ミ ー ル に経済的な条件 を課したり､

ア ミ
ー ル位を巡る内紛に乗じて 既得権

の切り崩しをはかるな ど､ 徐々 に では ある が体制内に統合して
い っ た . 以上 は ､

元来東部 アナトリ

ァ に本拠地 を持 っ て い たア ミ
ー

ル に対す る政策であるが ､
オ ス マ ン朝は ､ 東部ア ナトリ ア に本拠地

を持 っ て い なか っ たア ト ル に対して は ､ ヴ ァ ン 州で新た に創設されたサ ン ジャ クを授与する こと

でオ ス マ ン朝の地方行政組織 に編入 して い っ た｡ さらに ､
勢力の大きなア ミ

ー ル が管理するサ ン

ジャ クを意味する ヒ ュ ク
ー メ トを､ 特定の 州に 集中させず諸州に 分散して帰属 させ る ことで

ヒ ュ

ク
- メ ト間の

一 体性を弱め ､ 個々 の ヒ ュ ク
- メ トを中央と直接結びつ ける こ とを目指したo こ の よ

ぅに ､ 十六世紀を通して 導入された支配シ ス テム を通じて ､
十七世紀にオ ス マ ン 朝の 支配体制が東

部ア ナ トリア に定着して い く過程を明らかに したo



第四葦で は ､ オ ス マ ン朝の軍事 ･ 土地制度の 根幹を成すティ マ
ー ル制に つ い て 検討した｡ ティ

マ
ー ル制とは ､ 在地の騎兵であるス イ パ ｢ ヒ

一 に対 し
､ 軍事奉仕 へ の代償として ､

土地の徴税権 を

付与するもの で あ っ た｡ オス マ ン 朝は東部ア ナ トリ アに もティ マ
ー

ル 制を導入 したが ､
ティ マ

- ル

授与に 際して は､ 土地の権益に関わ る地域の慣習争排除せ ず､
その ままティ マ ー ル 制の 中に取り込

んだ こ とが 明ら-かに な っ た｡

征服地の伝統的な秩序や慣習に 配慮 しつ つ ､
徐々 に体制内に統合して い く と いう統韓方法は ､

テ ィ マ
ー ル 制だ けに 限られたもの で は なか っ た ｡ オ ス マ ン朝は ､

テ ィ マ
ー ル と同様に国家が収入漉

を保証する制度で ある が ､

. より集権化に即 した制度であるゲデイ ク制度も導入し ､
ア ミ ー ル の

一 族

や配下 の者に ゲデイ ク を授与 する ことで彼ら を辺境防衛組織 に組み込
んで い っ た

｡
し か し, ゲデ イ

クの 授与 に 関して は ､
ア ミ

ー ル に 一 定の 権限を認めて い た. ア ミ
ー ル はオス マ ン 朝の

一 般の サ ン

ジャ ク ベイ と同様 に ､ ゲデイ ク保有候補者を選定し､ 上奏す る権限を有した が ､
さらに ､ ア ミ

~ ル

の配下の ゲデイ ク保有者が死亡 した場合 ､
その ゲデイクは再びア ミ

ー ル の配下の者 に捜与される こ

と が保証ざれて い た o
オ ス マ ン朝は ティ マ

ー ル と同様にゲデイ ク に つ い て もオ ス マ ン 朝の支 配シ ス

テム として 導入 は した が ､ ア ミ
ー ル に

一 定 の権限を認め る ことに より､ 緩や か に体制内に統合 しよ

うとした ｡

さら に ､
テ ィ マ

ー ル制に関連して ､ 未だ全容が解明されて い ない ､ 東部ア ナ トリ アの 特性 を表わ

すユ ル トル ク ･ オジ ャ ク ルクと ヒ ュ ク
ー メ トと いう用語に つ い て検討 した o ユ ル トル ク

･ オ ジ ャ タ

ル ク とは-､ ア ミ
ー ル が自身の 支配領域をサ ン ジャ ク ベイと しで世襲的に管確する こ と､ そし

て
､
ア

ミ ー ル の支配領域 にお ける土地に 関する権益をティ マ
ー ル体制下に世 劉勺な土地 の徴税権と して保

有する こ とを意味した｡ ヒ ュ ク
ー メ トは勢力あるクル ド系ア ミ

ー ル が管理 した特定の サ ン ジ ャ ク を

意味した が ､ 検地 が行われな い と いう原則 が あり､ その結果､
テ ィ マ

ー ル制は施行されず､

- ,切の

執政をア ミ
ー ルが保有する という特権が認められて い たo ヒ ュ ク

ー メ トとされた サ ン ジャ ク が確定

した十六世紀末か ら十七世紀前半は､ 東部ア ナ トリア にお
い て オス マ ン 朝の地方行政組 舶 噴 著し

始めた 時期で もあっ た ｡ 東部アナ トリア にお けるオス
マ ン 支配は､

一 方 で は土着的事情を考慮 した

特殊な制度も創り出し つ つ ､ 他方で は着実に定着し体制は 安定して
い っ た o
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第五 葦で は､ 第四章の ティ マ
ー ル授与に引き続き ､

テ ィ マ
- ル として 授与された土地の権利配分

の 内実に つ い て ビトリス を例に検討した｡ 白
.

トリス で は ､ オ ス マ ン 朝による征服の前から ､ 土地に

関する権利が部族に属する者たちに も細かく割り当て られて い た ｡ オ ス マ ン 朝は ､
ビトリス に おい

て ティ マ
ー ル制を導入 する際 ､ 征服の前から存在した土地 の権利に関わる慣習を反映 しつ つ ティ

マ
ー ル授与を行 っ たが ､ ア ミ

ー ル に対して は既得権 を徐々 に切り崩 しつ つ その 影響力を限定させ る

ような､ そ して ､
ア ミ

ー

ル の配下の者に対して は以前の権利を容認するような政策を取 っ て い た ｡

欝六 章で は､ 東部 ア ナトリア社会の内部構造に つ い て分析した ｡ 東部アナトリ アの 社会 とは ､
ア

ミ ー ル を損点として ､
ク ル ド系の部族勢力が中心とな っ た社会であ っ た｡ 部族運合を統率 して

い た

ア ミ
ー ル の 出自に つ い て は ､

ア ミ ー ル は 自身 が統率する部族とは関係の ない 高貴な家系を自らの 出

自と主張 して い た｡ ア ミ
ー ル に 加えて

､
ア ミ

ー ル を支えた部族連合の 有力者で あ る
一 部の ア ガ ( 部

族長) の 出自も部族外か らで ある と考えられた ｡
こ の ように ､ ア ミ

ー ル の支配領域で は部族 以外の

外部の 出自を主東する者たちに よる支配体制が成立 して い たが ､
ア ミ ー ル は こ の伝統的な支配体制

を維持す るため に ､
近隣の ア ミ

ー ル と姻戚関係を結ぶ など､ ア ミ
ー ル間の連携を 酎ヒして い た ｡

･ 7 ミ
- ル をは じめとす る部族内の支配階層 が固定的 で あ っ た反面 ､ 部族 連合 を構成 した個々 の 部

族の動向は流動的 で あ っ た ｡ 部族連合 を構成した部族に つ い て は ､ 核となる部族を除けば ､
結 びつ

き が比較的緩やか であり ､ 部族連合 へ の参加や そ こからの 維脱は ア ミ
ー ルや他の部族との 関係に拠

る とこ ろ が大きか っ た ｡ そして ､ 部族連合の枠組み を超 えて ､ 複数の アミ
ー ル の支配領域 に また

が っ て 広範囲に 活動した部族も存在したように ､ 部族間や部族連合問で はかなりの 人的な流動性が

見ら れたc

東部ア ナトリア で支配層を形成して い たの はクル ド系の 部族勢力
であ っ たが ､ 被支配層に つ い て

見る と､ その 人口構成 は､ 検地台帳に表れ た納税者人
口 と いう数値か ら見る限りで は , 多数派を構

成 した の は 非ム ス リム であ っ た こ とが明らかに な っ た ｡

東部 アナトリア で は クル ド系の部族を中心 とした勢力
が覇権を握 っ て い たが ､

東部ア ナトリ アの

伝統的な秩序を容認した オス マ ン朝は ､ 従来の様々 な慣習をオス マ ン 朝の 支配シス テ
ム に適応させ

るこ と により
~
､ 同地域をオス マ ン 支配体制とい う枠組みに徐々 に組み込 もう

とした
o
こ の オ ス マ ン



支配の導入の 過程の 中で ､ 東部アナトリアの伝統的な社会シ ス テ ム は十六世紀を通じて徐々 に 変容

を遂げた｡ そ して ､
十七世紀に入り､ オス マ ン朝の支配シ ス テム が定着 した こ とに より東部ア ナト

リア虹会は 一 応の 安定を見た ｡ オス マ ン朝は東部ア ナトリア的秩序 を徐々 に ､ しか し着実に オ ス マ

ン 的秩序に融合させようとしたの であり､ それ こそがオス マ ン 支配0) 本質であ っ た o そ して ､
こ の

ような支配 シス テム を有して い たか ら こそ , 変転果て しな い東部 ア ナトリア で 最終的に覇権を確立

し永続的に支配しえたの で あ っ た｡




